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A 史跡の本質的価値を構成する要素
・「史跡の指定に値する枢要の価値」を構成する要素

（例）
・伽藍建物遺構、その他遺構（未確認地下遺構を含む）
・甲斐国分寺・国分尼寺造営期の出土遺物

B 史跡の本質的価値に準じる要素
・史跡の本質的価値を一体的にまたは関連して歴史的環境・資源を構成する要素

（例）
・甲斐国分寺跡・甲斐国分尼寺跡以外の遺構・遺物

C 史跡の歴史的景観を構成する要素
・史跡からの眺望を構成する要素

（例）
・歴史的景観（山並み）
・自然地形

D 史跡の保存・活用に有効な要素
・整備事業に伴う設置物のうち、史跡の保存・活用に資する要素

（例）
・発掘調査成果により、遺構表示したもの
・史跡標柱や説明板
・除草機材や発掘調査機材を収納するための簡易設置物

E その他の要素
・前述の A～ D以外の要素で、史跡の保存・活用や景観保全・形成に関係する要素
（史跡との関係で調整が必要な要素、留意事項を含む）
・撤去すべき要素

（例）
・道路、電柱、水路等
・農業用灌漑設備
・護國山國分寺旧地に関連するもの（庭園など）
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甲斐国分寺跡 甲斐国分尼寺跡

A 史跡の本質的価値を構成する要素

B 史跡の本質的価値に準じる要素

C 史跡の歴史的景観を構成する要素

D 史跡の保存・活用に有効な要素

E その他の要素

史跡の本質的価値を構成する要素

史跡の本質的価値を構成する要素
以外の諸要素

■ 史跡指定地内

A 史跡の本質的価値を構成する要素

B 史跡の本質的価値に準じる要素

C 史跡の歴史的景観を構成する要素

D 史跡の保存・活用に有効な要素

E その他の要素

史跡の本質的価値を構成する要素

史跡の本質的価値を構成する要素
以外の諸要素

■ 史跡周辺（史跡指定地外）
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表 _構成要素一覧表 史跡指定地内

区分 要素
甲斐国分寺跡 甲斐国分尼寺跡

A：史跡の本質的価値を構成する
要素

■建物遺構 
・塔跡：礎石（14 個）、石製露盤 
・金堂跡
・講堂跡：礎石（32 個） 
・回廊跡 
・中門跡：礎石（1個） 
・西基壇建物跡 
・僧坊跡 
■その他遺構 
・金堂前石敷広場、金堂・講堂間石敷広場 
・土壇状遺構 
・区画溝 
・その他地下遺構等
■出土遺物
・国分寺造営期の遺物 
瓦類、墨書土器、塼等

■建物遺構 
・金堂跡：礎石 18 個 
・講堂跡：礎石 12 個 
・回廊跡 
■その他遺構 
・北辺築地塀跡 
・区画溝
・その他地下遺構等 
■出土遺物
・国分尼寺造営期の遺物 
瓦類、墨書土器等

史跡の本質的価
値を構成する要
素以外の諸要素

B：史跡の本質
的価値に準
じる要素

■遺構 
・国分寺造営期以外の遺構 
■出土遺物
・国分寺造営期以外の遺物 
陶器、薬師経石、甲州金等（戦国時代以降）

■遺構 
・平安時代竪穴建物跡 
・国分尼寺造営期以外の遺構
■出土遺物
・国分尼寺造営期以外の遺物
土器類

C：史跡の歴史
的景観を構
成する要素

■公有地・私有地
・歴史的景観（山並み）
■公有地 
・自然地形

■公有地・私有地
・歴史的景観（山並み）
■公有地 
・自然地形

D：史跡の保存・
活用に有効
な要素

■保存・管理 
・張芝・盛土（塔跡）
・標識、説明板、境界標
・除草用具収納用コンテナ 
・乗用草刈機収納コンテナ 
・発掘作業用品収納用品プレハブ 
■活用
・復元整備 
　 金堂跡復元基壇（盛土）、講堂跡復元基壇（盛土）、
金堂跡復元階段、講堂跡階段表示、西回廊平面表示、
東回廊平面表示

・説明板、案内板 
・注意看板
・植栽（花桃、菜の花、彼岸花）

■保存・管理 
・標識、説明板 
・張芝・盛土（金堂跡） 
・張芝・盛土（講堂跡）
■活用 
・説明板、案内板
・注意看板
・植栽（アジサイ）

E：その他の要素

■建築物 
・建物 4棟 
■工作物 
・畑地灌漑設備 
・畑地区画石垣 
・電柱 
・外灯 
・道路 
・道路標識 
・側溝、水路 
・法定外公共物（道路） 
・井戸（2か所） 
・雨水排水マス 
・柵（井戸転落防止） 
・未撤去コンクリート基礎（建築物関係、墓地関係）
・消火栓
■護國山國分寺旧地関連 
・庭園跡地 
・植栽 
■その他 
・農地（桃）3筆・農地（休耕地）3筆 
・道標等石造物 
・墓地（小玉寺所有地） 
・遺構に悪影響を与える樹木、その他撤去すべき要素

■建築物 
・建物 1棟 
■工作物 
・畑地灌漑設備 
・畑地区画石垣 
・電柱 
・外灯 
・道路 
・道路標識 
・側溝、水路 
・法定外公共物（道路） 
・未撤去コンクリート基礎（建
築物関係） 
・消火栓 
■その他 
・農地（桃）2筆
・資材置き場（民有地） 
・遺構に悪影響を与える樹木、
その他撤去すべき要素
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表 _構成要素一覧表 史跡周辺（史跡指定地外）

区分 要素
甲斐国分寺跡 甲斐国分尼寺跡

A：史跡の本質的価値を構成する
要素

■遺構 
・南門跡 
・北辺築地塀跡
・その他地下遺構等
■出土遺物 
・国分寺造営期の遺物 
瓦類、墨書土器等

■遺構
・中門跡
・回廊跡
・その他地下遺構等
■出土遺物 
・国分尼寺造営期の遺物 
瓦類、墨書土器等

史跡の本質的価
値を構成する要
素以外の諸要素

B：史跡の本質
的価値に準
じる要素

■埋蔵文化財包蔵地 
・国分寺造営期以外の遺構 
■出土遺物 
・国分寺造営期以外の遺物 
土偶（縄文時代）

■埋蔵文化財包蔵地 
・国分尼寺造営期以外の遺構
■その他の遺構 
・平安時代竪穴建物跡 
■出土遺物 
・国分尼寺造営期以外の遺物 
土器類

C：史跡の歴史
的景観を構
成する要素

■公有地・私有地
・歴史的景観（山並み）
■私有地 
・自然地形 

■公有地・私有地
・歴史的景観（山並み）
■私有地 
・自然地形 

D：史跡の保存・
活用に有効
な要素

■活用 
・誘導標識 
・説明板（公民館前） 
・史跡へのアクセス道路（市道）
・農地景観（桃）

■活用 
・農地景観（桃）

E：その他の要素

■建築物 
・建物 
・公民館 
・消防団詰所 
・トイレ 
■工作物 
・畑地灌漑設備 
・畑地区画石垣 
・電柱 
・外灯 
・道路 
・道路標識 
・側溝、水路 
・法定公共物（道路） 
■その他 
・道祖神 
・道標等石造物

■建築物 
・小玉寺 
■その他 
・墓地 
・道祖神等石造物 
・電柱 
・外灯 
・道路 
・道路標識 
・側溝、水路 
・防火水槽
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表 _保存（保存管理）の現状・課題一覧表 1/2
項目 現状 課題

史跡の価
値の保存
について

共通

地下遺構と地上に表出している遺構（礎
石等）がある。

史跡の本質的価値を構成する要素として確実
に保存していく必要がある。

史跡指定地内において、地下遺構等の保
存状態が把握されていない箇所がある。

内容確認調査により、遺構の特徴や保存状態
等を把握していく必要がある。

国分寺・国分尼寺造営期の瓦や土師器と
いった出土遺物がある。

史跡の本質的価値を構成する要素として適切
に保存していく必要がある。

発掘調査をはじめとする調査研究によ
り、史跡の本質的価値が明らかになって
きている。

調査研究を継続的に実施していく必要があ
る。

国分寺・国分尼寺造営期以外の遺構があ
る。

史跡の本質的価値に準じる要素として内容を
把握し、適切に保存していく必要がある。

国分寺・国分尼寺造営期以外の出土遺物
がある。

史跡の本質的価値に準じる要素として適切に
保存していく必要がある。

史跡の眺望景観を確保する上で支障とな
る樹木があるほか、公有地において雑草
等の繁茂により景観の維持管理が困難で
ある。

史跡景観を良好に保つため、樹木の取扱いや
防草対策、維持管理体制を検討することが必
要。

史跡指定地内を流れる生活用水路があ
る。

生活用水路を適切に管理するとともに、溢水
等により、史跡の保存・管理に影響がある場
合は、対策を検討する必要がある。

史跡の管
理につい
て

共通

私有地との境界が可視化されていない箇
所がある。

日常の維持管理がしやすいよう、史跡内外を
どのように示すか検討する必要がある。

土砂の流出や水路の溢水など、史跡の保
存や指定地の管理に関して、緊急的にサ
インが必要となる場合がある。

緊急的にサインが必要となる場合は、早急に
対応する必要がある。

草刈り機をはじめとする史跡の日常管理
に必要な機材を保有している。

コンテナ・プレハブの老朽化や改修等の維持
管理を行う必要がある。

甲斐国分尼寺跡の金堂跡・講堂跡等は盛
土・芝張りによって地下遺構が保護され
ている。

盛土・芝張りを適切に維持管理する必要があ
る。

案内板等のサインが設置されている。 老朽化や破損に対して修繕等を行う必要がある。

甲斐国分寺跡では、第一期暫定整備工事
により復元表示を行った。

現状の復元表示や今後新たに設置する場合
は、維持管理を行っていく必要がある。

史跡内に民有地がある。 植生の適正な維持管理について、協力を求め
る必要がある。
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表 _保存（保存管理）の現状・課題一覧表 2/2

項目 現状 課題

史跡の管
理につい
て

共通

史跡内に民有地がある。 史跡内の民有地における現状変更行為につ
いては、現状変更取扱い基準を定める。ま
た、所有者等の意向に基づき、公有地化を
検討する必要がある。

畑地灌漑施設など使用していない地下埋設
物がある。

使用していない地下埋設物などは、確認位
置データ等を蓄積するとともに取扱いを検
討する必要がある。

史跡の内部に道路や水路、電柱等インフラ
設備がある。

インフラ設備は地域に暮らす人にとって欠
かせないものであるが、修繕に伴う現状変
更により、史跡の本質的価値に影響を与え
ないようにしなければならない。

各種調査
について

共通

本質的価値に関わる遺構が、史跡指定地外
に広がる可能性がある。

保存を要する範囲の調査や検討が必要。

今後の調査・研究成果によっては、史跡の
追加指定が必要となる箇所があることも想
定される。

未指定地の追加指定について検討が必要。

甲斐国
分寺跡

中心伽藍主要堂宇（塔・金堂・講堂）につ
いては保存状態を確認するための発掘調査
が行われており、位置、規模等について明
らかになっている。

未解明の構造と中心伽藍遺構の確実な保存
が必要。

回廊跡は北西隅と南東隅が確認されており、
位置と全体規模の推定ができる。

北東隅と南西隅についても把握する必要が
ある。

中門跡の遺構については、回廊跡との位置
関係により位置の推定が行われているが、
規模・構造等は明らかになっていない。

位置の確定と規模・構造等を明らかにする
必要がある。

上記以外の遺構のうち、僧房跡については
指定地内で関連する遺構が確認されている。

僧房跡について調査が必要。

南門、北辺築地塀については、指定地外で
関連する遺構が確認されている。

さらなる調査と、調査結果によっては追加
指定を検討する必要がある。

鐘楼や経蔵、大衆院など存在すると想定さ
れる建物遺構の場所が明らかになっていな
い。

関連建物遺構について明らかにする必要が
ある。

甲斐国
分尼寺
跡

甲斐国分尼寺跡では、金堂跡及び講堂跡の
礎石が地上に残存している。

遺構の適切な保存が必要。

中心伽藍は発掘調査が行われておらず、金
堂・講堂の構造等が明らかになっていない。

発掘調査を実施し、本質的価値を構成する
要素の特定が必要。

回廊跡や中門跡など、中心伽藍を構成する
要素が明らかになっていない。

発掘調査を実施し、本質的価値を構成する
要素の特定が必要。
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表 _活用の現状・課題一覧表 1/2
項目 現状 課題

教育
分野

共通

調査研究成果を公開・活用することで、本
質的価値を伝えている。

継続的な公開・活用が必要。

歴史講座の開催等により、史跡の本質的価
値を伝える機会を設けている。

継続的に取り組み、史跡の本質的価値を伝
えていく必要がある必要がある。

学校教育と連携した教育普及事業が少な
い。

小・中学校と連携し、史跡について学び、
郷土への理解と愛着を増やす場を設ける必
要がある。

パンフレット ・ ガイドブックの作成、 配布
を行っている。

調査研究成果を活用したパンフレット・ガ
イドブック等を更新する必要がある。

発掘調査現地説明会をはじめとして、現地
公開する機会を設けている。

現地公開を継続して実施する必要がある。

史跡の公開活用を行ううえで、拠点となる
場所がない。

公開活用を行う拠点を検討する必要があ
る。

市内外の博物館施設等での展示を行ってい
る。

博物館施設やその他施設での展示を見直
し、史跡の本質的価値を伝える必要がある。

案内板の数が足りず、史跡の場所や解説等
を理解しにくい状況にある。

案内板を適正な位置に配置するとともに、
適切に保存管理する。また、毀損や劣化に
ついても対応を検討する必要がある。

観光
分野

共通

史跡と関連する他の文化財との連携が十分
でない。

史跡と他の文化財や、博物館等をはじめと
する歴史文化資源と連携することが必要。

周辺文化財や地域資源との連携が十分でな
い。

史跡と周辺の観光資源といった地域資源と
連携した活用方法の検討が必要。

史跡甲斐国分寺跡では、桃の花まつりを実
施しているが、史跡の価値を伝えるための
イベントが少ない。

史跡の価値を高めるため、イベント等の活
用を検討する必要がある。

パンフレットやガイドブック、案内板は日
本語のみである。

様々な来訪者を想定し、受け入れ体制を整
えておく必要がある。

広域的に活用されていない。 史跡の持つ価値を活かし、歴史文化資源や、
博物館施設等と連携する必要がある。

他市町村との連携が不十分。 国分寺跡・国分尼寺跡が所在する市町村を
はじめとして、他市町村と連携した活用方
法の検討が必要。
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表 _活用の現状・課題一覧表 2/2
項目 現状 課題

まちづく
り

共通

史跡から望む良好な景観は、多くの市民等
から親しまれている。

史跡の価値を高めるため、多目的な活用方
法を検討し、史跡の利用者を増やす取り組
みが必要。

保育園等と連携して、史跡の景観形成を行
うなど、市民協働での整備事業をこれまで
に実施している。

市民協働により、史跡の景観形成を図る必
要がある。

ガイド養成講座を実施している。 現地ガイドの養成と連携が必要。

甲斐国分寺跡周辺の史跡ウォーキング事業
を行っている。

事業の継続が必要。

情報発信 共通

史跡について伝えるための動画や映像等が
ない。

動画や映像等により、史跡の価値を分かり
やすく伝えるコンテンツが必要である。

地域住民に史跡の価値が十分に伝わってい
ない。

史跡をより深く理解してもらうため、地域
向けの調査・研究成果の発信や活用事業の
展開が必要。

発掘調査の現地説明会や史跡めぐりを中心
に、現地において発信する機会を設けてい
る。

様々な活用手法を用いて史跡の本質的価値
を発信する必要がある。
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表 _整備の現状・課題一覧表 1/2
項目 現状 課題

保存のた
めの整備

共通

地下遺構を確実に保存するための整備がさ
れていない。

内容確認調査によって得られた情報をもと
に、地下遺構を適切に保存するよう整備す
る必要がある。

礎石や露盤といった地上に表出している遺
構がある。

地表に表出している遺構を適切に保存する
必要がある。

史跡指定地内を流れる生活用水路がある。 水路の溢水等により、史跡の保存・管理に
影響がある場合は、対策を検討する必要が
ある。

遺構をき損する恐れがある樹木や危険木、
眺望景観を確保するうえで支障となる樹木
がある。

史跡の本質的価値を構成する要素を保存す
るため、対応を検討する必要がある。

日常の維持管理機材を保管するコンテナ・
プレハブの設置している。

史跡の適切な保存に向けた、施設等のあり
方や施設整備について検討する必要がある。

私有地との境界が可視化されていない箇所
がある。

日常の維持管理がしやすいよう、史跡内外
をどのように示すか検討する必要がある。

土砂の流出や水路の溢水など、史跡の保存
や指定地の管理に関して、緊急的にサイン
が必要となる場合がある。

緊急的にサインが必要となる場合は、早急
に対応する必要がある。

史跡の内部に道路や水路、電柱等インフラ
設備がある。

インフラ設備は地域に暮らす人にとって欠
かせないものであるが、修繕に伴う現状変
更により、史跡の本質的価値に影響を与え
ないようにしなければならない。

危険樹木、工作物、水路等見学者にとって
危険なものが多い。

史跡内に残る工作物や危険樹木の撤去が必
要。

甲斐国
分寺跡

護國山國分寺旧地に所在した庭園や植栽が
残されている。

護國山國分寺の植栽について取扱いの検討
を行う必要がある。

共通

公有地内の雑草が繁茂しており維持管理が
困難である。

史跡景観を良好に保つため、防草対策や維
持管理体制を検討することが必要。

日常管理に係る機材は史跡指定地内に設置
されたプレハブ・コンテナに収納されてい
る。

プレハブ・コンテナの老朽化や破損等に応
じて対応を検討する必要がある。
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表 _整備の現状・課題一覧表 2/2
項目 現状 課題

活用のた
めの整備

甲斐国
分寺跡

第一期暫定整備工事で、一部遺構の顕在化
を行ったが、本質的価値の復元には至って
いない。

甲斐国分寺跡の特徴的な遺構を復元するこ
とにより、本質的価値の顕在化を目指す必
要がある。

共通

石垣等の工作物や地形改変等により、往時
の寺院空間が分かりにくい。

往時の寺院空間を分かりやすく伝えていく
必要がある。

史跡案内板が設置されている（甲斐国分寺
跡 7基・甲斐国分尼寺跡 3基）。

案内板の内容に最新の内容が反映されてい
ない。

パンフレット ・ ガイドブックの作成、 配布
を行っている。

調査研究成果を活用したパンフレット・ガ
イドブック等を更新する必要がある。

史跡の価値が広域的に活用されていない。 史跡の持つ価値を活かし、歴史文化資源や、
博物館施設等と連携する必要がある。

接続する国道に誘導サインが設置されてい
る。

史跡への誘導や周遊のためのサイン計画が
必要。

パンフレットやガイドブック、案内板は日
本語のみである。

様々な来訪者を想定し、受け入れ体制を備
えておく必要がある。

史跡内及び周辺はバリアフリー対応となっ
ていない。

様々な来訪者を想定し、受け入れ体制を備
えておく必要がある。

史跡来訪者に対する便益施設がない。 日陰や四阿、各種便益設備の設置の検討が
必要。

史跡から望む良好な景観は、多くの市民等
から親しまれている。

史跡の価値を高めるため、多目的な活用方
法を検討し、史跡の利用者を増やす取り組
みが必要。

史跡の公開活用を行ううえで、拠点となる
場所がない。

公開活用を行う拠点を検討する必要があ
る。

史跡について伝えるための動画や映像等が
ない。

動画や映像等により、史跡の価値を分かり
やすく伝えるコンテンツが必要である。
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表 _運営・体制の整備の現状・課題一覧表
項目 現状 課題

運営・体
制

共通

史跡の保存・活用・整備に係る事務は笛吹
市教育委員会で行っている。

史跡の活用・整備を推進するため、開発部
局や観光関連の部署等との連携・協力体制
の確立が必要。 

専門職員や事務に携わる職員の配置が充分
とは言えず、保存・活用を実施していくた
めの適切な人員配置が必要。

史跡の保存・活用・整備に係る外部有識者
組織として、保存整備専門委員会の指導を
受けている。

保存活用計画に基づき保存管理、活用、整
備等に係る事業を展開するが、適切な指
導助言を継続的に得られる体制の構築が必
要。

市内や近隣の博物館施設、他自治体との協
力体制が不十分である。

近隣の博物館施設等や他自治体との協力体
制を構築していく必要がある。

市民と協働して史跡整備を行う体制が不十
分である。

市民、地元自治会、観光協会等の協力・参加、
そして協働の取り組みを促進する必要があ
る。

地域観光協会や保育園との協働による美化
活動が行われている。

事業の継続が必要。

地域史研究会による史跡ガイドツアー等を
行っている。

事業の継続が必要。
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